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「税」を身近なものとして考える
～租税教室～

４月２７日、６年生が社会科の学習の一環として「租税教室」を行

いました。この企画は「二本松法人会」様の協力の下、２人の講師を

派遣していただいての実施となりました。ありがとうございました。

DVD をみたり、税に関するクイズの取り組んだりしながら、社会を
支える「税金」のことを学びました。子どもたちが一番盛り上がって

いたのは、ジュラルミンケースに入った「１億円」を見たときでした。

（もちろん模擬のお札ですが・・）模擬のお札ではあっても重さは同

じ。実際に持ったりしながら現金の重さを実感していました。

最近は、世の中随分とキャッシュレス化が進んでいます。現金の重

さ、手数等を考えれば当然の流れなのかなとも感じました。

剣舞クラブ始動！！
～運動会での発表に向けて～

本校の伝統の一つである「剣舞クラブ」の活動が始まりました。１４日に予定されている運動

会での発表を目指してる関係から、他の部活に先行した形で活動がスタートしました。今回の発

表は５年生が行います。（７月の顕彰祭は６年生の予定）５年生にとっては初めての発表の場に

なります。現在、昼休みの時間を練習の時間に充てて、熱心に取り組んでいます。練習は６年生

が５年生に教えるという形で進めています。６年生の丁寧な教え方、それを真剣に聞く５年生。

いい伝統の姿だなと感じています。二本松少年隊の思いを表現する「剣舞」。霞が城のお膝元の

学校としての役割をこれからも引き継いでいってほしいと思っています。

また、４月２６日には「着付け教室」を開きました。榎本有美さん、高橋ともみさんを講師に

迎え、保護者の皆さんに着付けの仕方を学んでいただきました。頑張れ 剣舞クラブ！！

ゴールデンウイーク中の新型コロナウイルス感染症への対応
～気を抜かずに 対応の継続を～

ゴールデンウイーク後の感染拡大を大変心配しています。９日以降、地域・学校に陽性者が増

えれば「運動会」は中止の検討をしなければなりません。ここ３年できなかった運動会を、今ま

でとは同じとはいきませんが、なんとか行いたいという気持ちでいっぱいです。このままでは「運

動会」という学校文化が消えてしまうのではという危惧さえもっています。今の新型コロナウイ

ルスは大変強い感染力があります。いったんウイルスが集団に入り込めばあっという間に拡がり

ます。強い危機感を保護者の皆さんとも共有したいと思っています。

ゴールデンウイーク後半の過ごし方には、十分注意をはらっていただきければと思っています。

また、６日（金）９日（月）の児童登校時の検温・健康観察には、いつも以上に念入りに行い、

同居家族を含め、風邪の症状などが見られた場合には登校の自粛・病院受診にご協力ください。

 

輝け！北っ子！



ゴールデンウイーク中の

新型コロナウイルス感染症への対応

〇 子どもたちの毎日の検温、体調確認。
〇 不要不急の外出の自粛 人混みの回避、飲食時の厳重な注意。
〇 できる限り不織布マスクの着用。正しい着用の推進。
〇 手洗い・換気等の励行。密の回避。
〇 風邪の症状が見られた場合の病院受診

〇 抗原検査・PCR検査を受けたときはできる
だけ早く学校への連絡をお願いします。

※結果にかかわらず
■平日・日中－学校 0243-23-0029
■休日・夜間－学校携帯 080-2814-4808

～ よろしくお願いします ～


